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暑い夏の夜をいろどる 岡山県下最大の盆踊り 
 

 

主催：日中・岡山 青年部 

高梁の夏を彩る備中松山踊りは、毎年８月14日～16日の３日間、駅

前大通りで開催されています。期間中は、数万人の人々で踊り一色と

なり、その規模は、県下最大を誇っています。 

踊りの歴史は古く、江戸時代の初め（1648年）時の備中松山藩主、水

谷勝隆の時代から踊り始めたもので、これを「地踊り」と呼んでいま

す。 

また、江戸時代中期（1744年）時の藩主、板倉勝澄が始めた武士の踊

りは、「仕組み踊り」と呼ばれています。 この「地踊り」と「仕組み

踊り」併せて今日では、「備中松山踊り」となっています。 

「ヤトサ」は、昭和の初期に郡部から移入された踊りで、そのテンポ

の早さが人々に受け、今では、完全に備中松山踊りになくてはならな

い踊りとなっています 

《参加要項》申し込みが必要 

と き：’０６年８月１４日（月） 

行き先：伯備線高梁 駅前通り 

集 合：午後６時 岡山大学図書館前 

参加費：ガソリン代として３００円  

（車を提供くださる人は不要。弁当は各自持参のこと） 

車に乗り合わせて行きます。 

自動車を提供できる方は、お申し出ください。 

【申し込み先】 

日中友好協会岡山支部 電：０９０－７５４２－６１３９ 

/Ｅ・メール zeshan@m9.dion.ne.jp 

倉
敷
支
部
第
２
回
総
会
開
く 

 倉
敷
支
部
第
２
回
総
会
は
、
去
る
七
月

九
日(

日)

午
後
、
倉
敷
労
働
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

総
会
は
今
年
も
二
胡
演
奏
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
和
や
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
議
案
書
に
基
づ
い
て
活
動
報
告

か
ら
決
算
、
予
算
、
活
動
方
針
ま
で
一
括

提
案
さ
れ
討
議
し
ま
し
た
が
、
特
段
の
問

題
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

討
議
は
全
員
が
自
己
紹
介
を
か
ね
て

発
言
し
ま
し
た
。
質
問
と
し
て
は
、、
岡

山
支
部
か
ら
倉
敷
へ
移
動
し
た
こ
と
に

つ
い
て
の
会
費
の
質
問
等
で
、
事
務
局
が

答
弁
し
て
了
承
さ
れ
、 

そ
の
他
（
１
）
結
成
記
念
旅
行
が
西
安

市
長
安
区
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
い
、
又
、

日
本
語
学
部
中
国
大
学
生
と
の
会
食
交

流
が
出
来
た
こ
と
が
、
一
般
観
光
旅
行
に

な
い
経
験
で
よ
か
っ
た
。 

（
２
）
社
会
主
義
と
い
わ
れ
る
の
に
物

乞
い
が
い
た
の
が
不
思
議
だ
っ
た
。 

（
３
）
友
好
運
動
の
カ
ギ
は
中
国
を
よ

く
知
る
こ
と
だ
。 

（
４
）
又
早
い
機
会
に
中
国
へ
行
き
た

い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
役
員
選
出
に
つ
い
て
は
、
結
成
後
間
も

な
い
こ
と
な
の
で
、
今
回
は
留
任
を
確
認

し
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

尚
、
本
部
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た

他
、
岡
山
支
部
の
澤
山
副
理
事
長
が
参
加

さ
れ
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

岡
山
支
部 

 
 
 

２
０
０
６
年
度 

 

《
新
た
な
活
動
始
ま
る
》 

新
理
事
が
任
務
を
分
担 

 

総
会
で
新
年
度
の
理
事
が
選
出
さ
れ
て
、

新
た
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
倉
敷
支
部

の
発
足
に
と
も
な
い
理
事
が
減
員
と
な
り
ま

し
た
が
、
新
た
な
理
事
が
加
わ
り
新
し
い
出

発
を
し
ま
し
た
。
理
事
会
で
総
合
的
な
活
動

計
画
が
論
議
さ
れ
、
任
務
の
分
担
が
決
ま
り

ま
し
た
。
順
次
そ
の
活
動
の
内
容
が
発
表
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
以
下
、
役
割
分
担
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 

支
部
長 

宇
野
武
夫
「
岡
山
支
部
支
部
長
」 

 

理
事
長 

竹
内
和
夫
「
財
政
・
平
和
活
動
・

事
務
局
長
兼
務
」 

 

副
理
事
長 

澤
山
博
一
「
中
国
語
講
座
・ 

料
理
教
室
・
宣
伝
部
・
日
本
語
教
室
」 

 

副
理
事
長 

小
林
軍
治
「
孤
児
訴
訟
支
援
・ 

日
本
語
教
室
・
県
西
部
支
部
結
成
」 

 

理
事 

 

谷
山 

源 

「
留
学
生
支
援
」 

 

理
事 

 

真
田
紀
子 

「
宣
伝
部
」 

 

理
事 

 

青
木
正
美 

「
太
極
拳
講
習
会
」 

 

理
事 

 

費 

祥
英 

 
 

「
青
年
部
」 

 

理
事 

 

岡
崎
政
憲 

 

「
青
年
部
」 

 

理
事 

 

三
宅
芙
美
子 

「
料
理
教
室
」 

 

理
事 

 

正
司
金
一 

 

「
青
年
部
」 

理
事 

 

竹
内
袈
裟
行 

「
宣
伝
部 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）」 

 

理
事 

 

難
波
恵
司 

 

「
宣
伝
部 

（
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
）
在
南
京
」 
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倉倉倉
敷敷敷
支支支
部部部
結結結
成成成
記記記
念念念   

中中中
国国国
ののの
旅旅旅   

紀紀紀
行行行
文文文   

⑤⑤⑤   

わわわ
たたた
ししし
ががが
見見見
たたた   

   

感感感
じじじ
たたた   

考考考
えええ
たたた 

 

 

《結
審
前
夜
集
会
》 

五
時
半
か
ら
神
戸
市
立
婦
人
会
館
で
、
中

国
「残
留
」孤
児
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
・結

審
前
夜
集
会
が
約
２
５
０
人
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

兵
庫
弁
護
団
団
長
の
宗
藤
さ
ん
の
力
強

い
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
兵
庫
県
会

議
員
の
紹
介
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
堅
山
勲
氏
（ハ
ン
セ
ン
氏
病
違
憲

国
家
賠
償
訴
訟
・全
国
原
告
団
協
議
会
副

会
長
）
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
の
歴
史
と
現

状
及
び
裁
判
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
堅
山
さ
ん
は
「み
な
さ
ん
が
私
た
ち

の
た
た
か
い
に
触
発
さ
れ
て
、
訴
訟
に
立

ち
上
が
っ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
る
と
と
も
に
今
後
、
差
別
撤
廃
、
人

権
確
立
の
た
め
に
と
も
に
運
動
を
す
す
め

よ
う
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
（以
下
略
・時

間
の
関
係
で
途
中
退
席
し
ま
し
た
） 

 

な
お
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
行
動
に
岡
山
県

か
ら
原
告
団
３
人
（高
杉
、
大
森
、
高
見
）

弁
護
団
５
人
（
奥
津
、
則
武
、
大
熊
、
高

木
、
上
田
）支
え
る
会
か
ら
小
林
が
参
加

し
ま
し
た
。
香
川
県
か
ら
は
、
原
告
と
支

援
者
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 

(

小
林) 

 

だ
。
就
職
面
接
に
何
回
も
臨
ん
だ
け
れ

ど
、
ま
だ
内
定
は
も
ら
っ
て
い
な
い
彼
女

は
「就
職
は
難
し
い
け
れ
ど
、
早
く
か
ら

準
備
し
て
き
た
こ
と
は
無
駄
で
は
な
か
っ

た
」と
挫
け
て
い
な
い
。 

吉
林
大
学
の
機
械
学
院
の
１
年
生
５０

人
は
李
先
生
に
引
率
さ
れ
て
吉
林
省
人

材
バ
ン
ク
へ
就
職
模
擬
体
験
を
し
に
い
っ

た
。
王
さ
ん
（山
東
出
身
）は
「企
業
の
面

接
を
受
け
て
自
分
の
短
所
に
気
付
い
た
」

と
感
想
を
述
べ
た
。 

「新
入
生
教
育
の
一
環
と
し
て
就
職
模
擬

体
験
を
さ
せ
、
将
来
ど
う
い
う
仕
事
に

就
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
知
っ
て
も
ら
い
、

計
画
を
立
て
て
勉
強
し
、
４
年
間
の
大
学

生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」

二
つ
の
場
面 大

森
久
雄 

 

７
月
１４
日
、
神
戸
地
裁
で
兵
庫
訴
訟
が
結
審
し
ま
し
た
。
前
日
の
１３
日
に
、
結
審
前

「全
国
統
一
行
動
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
以
下
の
三
点
で
す
。 

神
戸
訴
訟
の
結
審
前

全
国
統
一
行
動
に
参
加 

神
戸
地
裁 

 

判
決
は
１２
月
１
日 

 

《原
告
団
全
国
連
絡
会 

 

第
九
回
幹
事
会
》 

 

午
後
１
時
よ
り
兵
庫
県
農
業
会
館
で
、

北
は
北
海
道
の
札
幌
、
南
は
九
州
の
鹿
児

島
と
全
国
１５
地
区
の
代
表
約
５０
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

  

清
水
弁
護
士
か
ら
、
以
下
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た 

（
１
）原
告
数
は
全
体
で
２
１
９
２
人
、
署

名
数 

１
，
０
３
８
，
８
２
４
筆
と
当
初
の

予
想
を
越
え
る
数
と
な
っ
た
。 

（２
）大
阪
で
は
敗
訴
し
た
が
、
全
国
の
新

聞
社
が
「国
は
中
国
残
留
孤
児
を
当
然
救

済
す
べ
き
で
あ
る
」と
い
っ
た
社
説
を
掲
げ

る
な
ど
、
国
民
世
論
が
大
阪
判
決
を
批

判
し
た
。 

（
３
）
今
年
に
入
っ
て
、
２
月
の
「
残
留
婦

人
」の
判
決
、
６
月
の
「ド
ミ
ニ
カ
移
民
」の

判
決
は
、
い
ず
れ
も
賠
償
請
求
は
退
け
た

が
、
国
の
責
任
（政
策
の
不
備
）を
認
め
る

内
容
で
あ
る
。 

（
４
）国
は
現
在
「孤
児
」訴
訟
で
も
時
効

（
権
利
の
法
廷
存
続
期
間
の
２０
年
を
過

ぎ
て
い
る
）を
持
ち
出
し
て
い
る
。 

（５
）最
後
に
、
政
治
解
決
を
求
め
る
こ
と

も
大
事
で
あ
る
が
、
国
の
責
任
を
問
う
判

決
が
な
け
れ
ば
、
国
に
政
策
の
転
換
を
求

め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も

勝
利
判
決
を
目
指
し
て
が
ん
ば
ろ
う
と

訴
え
た
。 

 
 

《デ
モ
行
進
へ
》 

 

会
議
終
了
後
の
４
時
に
、
元
町
１
丁
目

の
商
店
街
入
り
口
に
集
合
し
ま
し
た
。 

 

デ
モ
に
は
約
３
０
０
人
が
参
加
し 

『「残
留
」孤
児
の
人
権
を
返
せ
！ 

日
本
国
民
と
し
て
平
等
に
扱
え
！ 

戦
争
反
対
！ 

も
う
棄
民
は
許
さ
な
い
ぞ
！
』 

な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
叫
び
な
が

ら
商
店
街
を
通
り
、
裁
判
所
前
ま
で
約
１

時
間
行
進
し
ま
し
た
。 

裁
判
所
前
で
は
「裁
判
所
は
私
た
ち
の
叫

び
を
聞
き
正
し
い
判
決
を
せ
よ
！
」な
ど

と
訴
え
ま
し
た
。 

め
、
入
学
時
の
所
持
金
２
０
０
元
だ
け
、
親

か
ら
は
授
業
料
等
を
支
払
う
力
が
な
い
と

言
わ
れ
た
。 

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
の
勉
学
が
始

ま
っ
た
袁
さ
ん
は
、
楽
で
安
定
し
た
家
庭

教
師
の
仕
事
よ
り
、
あ
え
て
蘇
州
工
業
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る
大
企
業
の
市
場
調
査
員

の
仕
事
を
選
ん
だ
。
広
告
デ
ザ
イ
ン
を
専

攻
し
た
彼
女
は
自
分
の
将
来
の
就
職
の
た

め
に
も
、
実
際
の
企
業
活
動
を
知
る
こ
と

が
重
要
だ
と
分
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

平
日
彼
女
は
勉
学
に
励
み
、
週
末
に
な

る
と
取
引
先
や
関
係
企
業
を
駆
け
巡
っ
た

り
、
街
頭
に
立
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

た
り
し
た
。
相
手
に
さ
れ
な
い
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
っ
た
が
、
彼
女
は
歯
を
食
い
し
ば

っ
て
我
慢
し
、
人
と
の
接
し
方
を
身
に
つ

け
、
人
生
経
験
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん

姜姜姜
波波波
先先先
生生生
ににに
よよよ
るるる
中中中
国国国
事事事
情情情   

⑦⑦⑦   

就就就
職職職
ののの
氷氷氷
河河河
期期期
ををを
乗乗乗
りりり
越越越
えええ
よよよ
ううう   

 

中
国
で
は
こ
こ
４
、
５
年
４
月
に
な
る
と

一
番
話
題
に
な
る
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も

新
卒
者
の
就
職
問
題
だ
。
７
月
の
卒
業
を

控
え
て
、
新
卒
者
に
と
っ
て
順
調
に
就
職
で

き
る
か
ど
う
か
は
一
番
の
関
心
事
だ
。 

１
９
９
９
年
に
中
国
は
高
等
教
育
機
関

（４
年
制
大
学
と
専
門
学
校
含
む
）への
進

学
率
を
一
挙
に
５６
％
に
引
き
上
げ
た
。

（
大
雑
把
な
国
際
比
較
で
は
、
イ
ギ
リ
ス

（
９５
年
）
６５
．
５
％
、
ア
メ
リ
カ
（
９６
年
）

４６
．
９
％
、
日
本
（
９８
年
）
４８
．
９
％
） 

進
学
率
の
大
幅
拡
大
は
２
０
０
２
年
に

は
人
材
の
供
給
過
剰
の
結
果
と
な
っ
た
。 

過
去
４
年
間
新
卒
の
未
就
職
者
数
は
、

２
０
０
２
年
３７
万
人
、
２
０
０
３
年
５２
万

人
、
２
０
０
４
年
６９
万
人
、
２
０
０
５
年

７９
万
人
と
年
々
逓
増
し
、
就
職
の
氷
河

期
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

事
態
の
深
刻
さ
を
受
け
て
大
学
教
育
の

あ
り
方
を
問
う
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
こ
の
現
実
を
目
の
前
に
学
生
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
就
職
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。 

複
数
の
資
格
を
持
っ
て
い
れ
ば
就
職
の

道
は
広
が
る
だ
ろ
う
。 

蘇
州
大
学
２
回
生
李
力
（財
務
管
理
専

攻
）
さ
ん
は
、
大
学
院
に
進
学
す
る
よ
り

就
職
を
優
先
に
考
え
て
い
る
。
英
語
６
級

（大
学
院
卒
レ
ベ
ル
）、
通
訳
と
ビ
ジ
ネ
ス
英

語
の
資
格
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
登
録
会
計
士

の
資
格
を
取
ろ
う
と
し
て
日
夜
勉
強
に
励

ん
で
い
る
。 

幸
運
は
備
え
あ
る
人
の
と
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
。 

４
回
生
王
寒
さ
ん
と
丁
侠
さ
ん
（商
学

院
）は
切
磋
琢
磨
し
て
企
業
管
理
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
を
創
業
し
よ
う
と
準
備
し

て
い
る
。
こ
の
目
標
に
向
け
て
３
年
生
終
了

時
点
か
ら
、
２
人
は
積
極
的
に
企
業
の
需

要
な
ど
を
含
め
た
市
場
調
査
を
行
い
多
く

の
資
料
を
集
め
て
き
た
。
そ
し
て
生
徒
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
大
い
に
自
分
を
鍛
え

た
。
現
時
点
で
は
２
人
の
起
業
を
支
援
す

る
と
幾
つ
か
の
会
社
が
名
乗
り
出
て
い
る
。 

河
北
邢
台
出
身
の
袁
さ
ん
（４
回
生
）は

両
親
の
収
入
が
低
く
、
家
計
が
苦
し
い
た

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

 

八
月
十
一
日
（金
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
な
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す 

小林 

竹内和 

澤山 

坪井 

 

記
念
館
で
は
、
抗
日
戦
争
勝
利
６０
年

記
念
の
展
示
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

も
の
と
は
数
段
整
理
さ
れ
見
や
す
か

っ
た
。
第
一
室
へ入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
全

行
程
ガ
イ
ド
の
費
陽
さ
ん
が
実
に
念
の

こ
も
っ
た
説
明
を
さ
れ
た
。 

耳
は
聞
き
な
が
ら
、
部
屋
の
片
隅
の
楊

靖
宇
将
軍
の
最
期
と
八
女
投
江
の
絵

を
見
詰
め
て
い
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
死
に
思
い
を
は
せ
心

は
重
か
っ
た
。 

人
民
解
放
軍
の
若
い
兵
士
の
一
団
が

来
た
。
案
内
嬢
は
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
使
い

賢
明
に
説
明
し
て
い
た
。
私
の
後
を
あ

っ
さ
り
通
り
過
ぎ
た
。
案
外
だ
っ
た
。 

こ
の
二
つ
の
場
面
の
前
で
は
、
少
し

立
ち
止
ま
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

な
ど
と
思
っ
た
。 

盧
溝
橋
の
あ
た
り
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
た
。
２
年
前
の
２
０
０
４
年
８
月
に

訪
ね
た
と
き
に
は
、
橋
の
東
に
は
古
い

村
が
あ
っ
た
。
ぬ
か
る
み
を
馬
車
が
往

き
来
し
て
い
た
。 

今
度
は
そ
れ
が
な
く
な
り
、
城
壁
、

城
門
と
広
場
が
で
き
あ
が
り
、
橋
か
ら

真
っ
す
ぐ
石
を
敷
い
た
広
い
道
路
が
中

国
人
民
抗
日
記
念
館
へ通
じ
て
い
た
。

橋
を
渡
っ
た
西
側
に
ひ
し
め
い
て
い
た

み
や
げ
物
店
も
東
側
の
広
場
の
一
角

に
整
然
と
並
ん
で
い
た
。 

 

橋
の
欄
干
に
手
を
触
れ
さ
せ
な
い
た

め
か
金
属
製
の
手
す
り
が
付
け
加
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
は
、
２
０

０
８
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
用
の
観
光

地
整
備
の
仕
上
げ
の
よ
う
だ
。
民
国
期

の
野
趣
あ
ふ
れ
る
村
の
風
景
が
消
え
た

の
は
惜
し
い
。 

と
李
先
生
は
就
職
模
擬
体
験
を
企
画
し

た
意
図
を
語
っ
て
い
る
。 

就
職
環
境
が
厳
し
い
中
国
に
お
い
て
は
、

個
人
が
日
々
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
し
続
け
、
積

極
的
に
挑
戦
し
、
自
ら
の
力
で
チ
ャ
ン
ス
を

掴
み
取
る
こ
と
が
肝
心
だ
。 

（川
崎
医
療
福
祉
大
学 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

教
授
・社
会
学
） 

 

（２
０
０
５
年
広
東
省
主
催
の
新
卒
就
職
フ
エ
ア
） 

 


